
立川市地域公共交通計画素案 概要

【将来予測】

第1章 計画の概要 持続可能な公共交通のネットワークを作るための計画

第2章 立川市を取り巻く現状 立川市を取り巻く交通の現状などを分析した、市内の「移動」に関する調査結果

【計画の目的・背景 】
運転手不足の深刻化等から路線バスの減
便等が進み市民の移動に支障

将来を見据えて持続可能な公共交通ネッ
トワークを構築する

【計画の位置づけ】
〈国の方針等〉地域交通法 等
〈上位計画〉第5次長期総合計画基本構想・前期基本計画

都市計画マスタープラン 等
〈継承・統合〉交通マスタープラン・総合都市交通戦略

【計画の対象区域等】
〈対象区域〉立川市全域
〈計画期間〉令和8年度

～12年度
〈対象交通手段〉右図

【生活像】
人口構成比や日常生活において利用する施設（病院、スーパーマーケットなど）、移動の特性（利用交通手段、
交通手段が理由で外出をあきらめたことの有無など）を整理したもの

現時点で見通すことができる、まちの変化、公共交通をと
りまく環境の変化、社会動向の変化について整理したもの

項目 将来の見通し

人口動向 人口は令和10年頃にピークを迎え、減少に転じる見込み

人口構造 10年後には市民の約28％が高齢者になる見込み

担い手
バス・タクシーの運転手等の担い手不足が深刻になる想定
利用者が多い路線でも夜時間帯等から減便せざるを得ない

新交通 シェアリングサービスの拡大、パーソナルモビリティの開発進行

自動車の利
用

高齢化が進み免許非保有率・返納意向ともに高まり、公共交通
等を頼らざるを得ない環境となる

第3章 交通に関する課題 現状と目指す姿、ニーズを分析し４つの課題を抽出

課題２ 地域内の日常生活における移動ニーズへの対応が必要

地域内の交通拠点・生活拠点までの移動手段の確保が必要

２‐1

２‐２

高齢者等移動困難者の日常生活を支える交通サービスが必要

主要なバス路線の維持が必要1‐1

課題１ 都市活動を支える公共交通の維持が必要

将来の道路・公共交通の変化を見据えた対応が必要1‐2

【移動像】

・立川駅を中心とした、富士見町団地方面、錦町周辺、武蔵村山市方面、
玉川上水駅および若葉町団地方面への放射状の移動の軸
・西砂町・一番町周辺から昭島駅方面への移動の軸
・若葉町周辺（けやき台団地など）から国立駅方面への移動の軸等

人の移動実態や公共交通の路線網・運行状況などを参考に、
主な移動の軸（利用が多い鉄道と主要なバス路線）と交通結
節点（利用の多い鉄軌道駅など）を整理したもの

※市内交通手段：主な目的での外出時における市内の利用交通手段
出典：住民基本台帳（令和６.11）、立川市公共交通ワークショップ、立川市地域公共交通に関するアンケート調査、市民アンケート、ビッグデータ

課題４ 社会動向等に対応した持続可能な公共交通の実現が必要

資源（人材・財源等）に限りがある中で、各主体との連携・協働が必要4‐１
社会情勢を踏まえ、持続可能な社会の実現に寄与する交通環境の整備が必要４‐２

課題３ まちの拠点性向上・にぎわいの創出が必要

乗り継ぎ利便性の向上が必要3‐1
拠点のにぎわいの創出や周遊性の向上への取り組みが必要3‐２

参考資料２



「立川市地域公共
交通活性化協議
会」を中心に取組を
推進

第5章 施策と事業 第6章 計画の実現に向
けて

第4章 目指す将来像とその実現に向けた基本的な方針

10年後を見据えた公共交通の目指す姿と基本方針

将来像と基本方針の実現を目指す
ために

将来像 みんなで創る・支える・未来につなぐ
多様で持続可能な公共交通ネットワーク
～誰もが出かけたくなるまち「たちかわ」～

（10年後を見据えた公

共交通の目指す姿）

将来の公共交通
ネットワークの
考え方

• 持続可能な公共交通ネットワーク
• 乗り継ぐことで、出かけたい場所まで移
動できる公共交通ネットワーク

本市の公共交通ネット
ワークにおける

「基幹交通」「幹」
「枝葉」

地域のにぎわいに資する交通
まちづくり

連携・協働による持続可能な
公共交通ネットワークの構築

都市間・拠点間を結ぶ公共交
通ネットワークの維持（幹）

日常生活を多様な交通手段
で支える公共交通ネットワー

クの展開（枝葉）

「
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」
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地域公共交通の利用者数（路線
バス等）
目
標
値

43,699人/日

現状維持（令和１２年度）

指
標
２

路線バス・コミュニティバスの一
便あたりの利用者数

目
標
値

1９人/便

現状維持（令和１２年度）

指
標
３

くるりんバスの収支率

目
標
値

全体36%

現状維持（令和１２年度）

指
標
４

くるりんバスの一人当たり運行コ
スト

目
標
値

429円

現状維持（令和１２年度）

指
標
５

高齢者の外出率（週に３日以上外
出している割合）

目
標
値

78.9%以上

現状維持（令和１２年度）

指
標
６

公共交通機関の利便性が高いと
思う割合

目
標
値

79.9％以上

(令和７～１２年度の平均値)
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主要な鉄道駅の乗降客数

目
標
値

400,000人/日

（令和１２年度）

指
標
８

公共交通に関する市民協働によ
る取組み件数

目
標
値

５件/5年

（令和７～１２年度の合計）

評価指標

※複数の施策に関連する事業は再掲しております

協議会において進
捗管理を行い、各
年度施策・事業の
評価指標を確認

推進体制

進捗・達成状況の評価

基本方針

※「枝葉」の交通手段は、今後展開を検討していくものであるため、
本図には示していません。


